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つばさのまちフェスタ２００３のオープニングを飾り、砂上のバトルとして人気の

高いスポーツイベント「ビーチサッカーinサザンビーチ」が開催され、西日本各地から

２１０チーム（約２,０００人）が参加し、２日間にわたって熱い戦いを繰り広げまし

た。そして、一般男子の部では、在日ブラジル人を中心に本大会の常連チームでもあ

るYONAIT
よ な い ち

が並みいる強豪を抑えて２年ぶり４回目の優勝を果たしました。

その他各部門の優勝チームは次のとおりです。一般女子＝RFC、小学１～４年生＝

ガメラ、小学５・６年生＝ゼッセル、中学生＝八尾FCJr.ユース。 （７月５日、６日）

砂上のバトルに一喜一憂
いっきいちゆう

だ！
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販
売
取
引
」（
事
例
１
）、「
電
話
勧
誘
販
売
」

（
事
例
２
）
と
い
い
、
勧
誘
や
契
約
に
関
し
て

の
「
禁
止
行
為
」
や
「
誇
大
広
告
の
禁
止
」

「
書
面
の
交
付
」「
二
十
日
間
の
（
事
例
２
は
８

日
間
）
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
等
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
が
過
ぎ
た
後
で
も
、「
消
費
者
契
約
法
」
で

「
不
実
告
知
」「
断
定
的
判
断
」「
不
利
益
事
実

の
不
告
知
」
な
ど
の
問
題
点
が
あ
れ
ば
、
取
り

消
し
を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
勧
誘
等
に
電
話
が
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、「
言
っ
た
、
言
わ
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
立
証
す
る
の
は
困
難
で

す
。
う
っ
か
り
と
う
ま
い
話
に
の
せ
ら
れ
る
と

大
金
を
失
っ
た
り
、
借
金
が
で
き
た
り
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
の
で
す
。「
世
の
中
に
は
う
ま

い
話
は
絶
対
に
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に

置
き
、
困
っ
た
時
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
訪
問
販
売
や
電

話
勧
誘
販
売
と
い
っ
た
特
定
の
取
引
に
つ
い
て

消
費
者
に
一
定
期
間
の
熟
慮
期
間
を
与
え
、
そ

の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
一
方
的
に
申
込
み
の
撤

回
ま
た
は
契
約
の
解
除
を
認
め
て
い
る
制
度
で

す
。ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
消

費
者
は
無
条
件
で
経
済
的
負
担
も

な
く
、
申
込
み
の
撤
回
や
契
約
の

解
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
但
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▼
最
近
の
傾
向

統
計
調
査
を
始
め
た
平
成
７
年
頃
か
ら
比
べ

る
と
、
年
間
の
相
談
件
数
は
約
６
倍
と
急
激
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
伴
い
、
電

子
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
こ

と
に
よ
る
相
談
、
さ
ら
に
は
そ
う
い
っ
た
も
の

を
利
用
し
た
犯
罪
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
と
い
う
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
賃
貸
住
宅
の
敷
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

年
代
的
に
は
、
中
高
年
層
の
相
談
件
数
が
多

い
一
方
、
社
会
経
験
の
未
熟
な
若
年
層
へ
の
悪

質
商
法
の
苦
情
相
談
も
多
く
、
学
生
等
へ
の
消

費
者
教
育
の
重
要
性
が
望
ま
れ
る
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
厳
し
い
経
済
状
況
を
反
映
し
、「
少

し
で
も
家
計
の
足
し
に
な
れ
ば
‥
」
と
い
う
気

持
ち
を
逆
手
に
と
っ
た
内
職
や
モ
ニ
タ
ー
商
法

に
よ
る
被
害
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

蜻専門の相談員が親身になって相談に応じています

泉南市では、消費生活センターを開設し、市
民の皆さんの消費生活上でのトラブル、悩みや
疑問に、専門の資格をもった消費生活専門相談
員が親身になって相談に応じています。お気軽
にご利用ください。
▼相談日＝月曜日～金曜日※但し、祝日、年末
年始は除く
▼相談時間＝午後１時～午後４時
▼相談方法＝センターへの来訪相談（面談）及
び電話による相談
▼費　用＝無料
▼その他＝秘密は厳守されます
▼相談電話番号＝消費生活センター（祟０００
１・内線３１９）
▼問合せ＝地域振興課（内線５８３）

401

342
335

267240

182123

68

▼
あ
な
た
も
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

盧
そ
の
場
で
決
断
せ
ず
に
、
時
間
を
お
い
て
よ

く
考
え
る

盪
不
要
な
も
の
は
は
っ
き
り
と
断
る

蘯
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
家
族
や
知
人
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

盻
新
聞
や
テ
レ
ビ
か
ら
常
に
情
報
を
得
る

眈
被
害
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
す
る

と
っ
て
も
大
切
！
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270

薀85－0707

薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83－0001）へ
その他については、下記へ
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…22～23

□ふるさと歴史紀行　…24

泉南市の人口（６月末現在）
人口‥‥‥‥65,561人
男‥‥‥31,987人
女‥‥‥33,574人

世帯数‥‥23,342世帯

▼
事
例
１
・
内
職
商
法

新
聞
折
込
広
告
の
「
在
宅
ワ
ー
ク
大
募
集
！
」

を
見
て
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
収
入
に
な
る

の
で
あ
れ
ば
‥
と
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
み
を
し

た
。
折
り
返
し
資
料
が
送
付
さ
れ
て
き
て
、
電

話
も
あ
り
、
そ
の
話
の
中
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
は

自
宅
の
も
の
を
使
用
す
れ
ば
よ
い
が
、
一
応
能

力
別
に
仕
事
の
単
価
に
差
が
あ
る
の
で
、
検
定

試
験
を
受
け
る
と
大
変
有
利
で
、
そ
の
た
め
の

教
材
と
し
て
Ｃ
Ｄ
ロ
ム
を
購
入
す
る
よ
う
勧
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
受
験
勉
強
中
で
も
仕
事
の
斡

旋
が
あ
り
、
収
入
も
得
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
購
入
契
約
し
、
代
金
の
三
十
八
万
円

に
つ
い
て
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た
。
試
験

は
難
し
か
っ
た
が
Ｅ
級
に
合
格
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
仕
事
が
ま
っ
た
く
な
く
、
納
得
で
き

な
い
の
で
契
約
を
解
除
し
た
い
と
申
し
出
た

が
、
Ｃ
Ｄ
ロ
ム
の
購
入
契
約
は
解
除
で
き
な
い

と
応
じ
て
く
れ
な
い
。

▼
解
説
＝
不
景
気
な
現
在
、
少
し
で
も
家
計
の

足
し
に
し
よ
う
と
努
力
す
る
人
々
の
足
元
を
み

て
、
い
ろ
い
ろ
な
悪
質
商
法
が
考
え
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
上
記
の
事
例
は
内
職
商
法
と
呼
ば
れ
、

「
小
さ
な
子
ど
も
が
い
て
家
を
離
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
。
Ｏ
Ｋ
」
や
「
ノ
ル
マ
な
し
」
と

い
っ
た
手
軽
さ
を
強
調
し
た
広
告
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
を
す
る
た
め
に
商
品
の

購
入
や
代
理
店
料
な
ど
、
お
金
の
支
払
い
が
必

要
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

▼
事
例
２
・
資
格
商
法

業
者
か
ら
勤
務
先
に
電
話
が
か
か
り
、
行
政

書
士
の
通
信
講
座
（
四
十
六
万
円
）
を
勧
め
ら

れ
た
。
仕
事
中
で
も
あ
り
、
適
当
に
「
は
い
、

は
い
」
と
返
事
を
し
て
い
た
ら
、
翌
日
に
な
っ

て
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
申
込
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。

す
ぐ
に
業
者
に
解
約
の
電
話
を
し
た
が
、「
も

う
解
約
は
で
き
な
い
。
今
に
な
っ
て
解
約
さ
れ

た
ら
、
あ
な
た
の
上
司
に
頭
を
下
げ
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
に
な
る
。
解
約
で
き
る
の
は
、
外

国
に
永
住
す
る
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
場
合
く

ら
い
だ
。」
と
言
わ
れ
、
解
約
を
拒
否
さ
れ
た
。

▼
解
説
＝
今
年
に
入
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
高

額
の
資
格
教
材
や
講
座
に
つ
い
て
の
相
談
が
複

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
商
法
を

資
格
商
法
と
い
い
、
会
社
の
推
薦
が
あ
っ
た
と

か
、
将
来
の
昇
進
に
有
利
に
な
る
な
ど
の
誘
い

文
句
で
、
高
額
な
教
材
を
売
り
つ
け
る
も
の
で

す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
仕
事
中
に
職
場
へ
電

話
を
か
け
、
消
費
者
に
落
ち
着
い
て
じ
っ
く
り

と
考
え
さ
せ
る
余
裕
を
持
た
せ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
契
約
す
る
つ
も
り
で
い
っ
た
わ
け
で
は

な
い
「
は
い
。」
と
い
う
返
事
を
契
約
を
承
知

し
た
も
の
と
都
合
よ
く
判
断
し
て
い
ま
す
。
特

に
消
費
者
か
ら
の
解
約
の
電
話
に
対
し
、「
あ

な
た
の
上
司
に
云
々
‥
」
と
、
ま
る
で
会
社
が
、

こ
の
業
者
の
勧
誘
を
認
め
て
い
る
か
の
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
た
り
、「
外
国
永
住
で
な
い
と
解

約
で
き
な
い
。」
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
理

屈
で
拒
否
し
て
く
る
の
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

妨
害
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
ア
ド
バ
イ
ス
＝
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
「
特
定

商
取
引
に
関
す
る
法
律
」
で
「
業
務
提
供
誘
引

「
手
軽
で
、
便
利
」
が
か
け
声
と
な
り
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
き
た
私
た
ち
を
取
り
巻
く
消

費
生
活
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
で
は
考
え
も
つ
か
な
か
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
激
な
普
及
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
や
巧
妙
な
悪
質
商
法
等
々
‥
。

そ
の
よ
う
な
中
、
大
阪
府
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
消
費
者
相
談
の
内
容
別
分
類
で
は
、
契
約
・
解

約
に
関
す
る
相
談
や
販
売
方
法
に
関
す
る
相
談
が
全
体
の
七
〇
％
を
占
め
る
と
い
う
結
果
も
出
て
お

り
、
契
約
時
の
内
容
確
認
等
が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
結
果
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
広
報
せ
ん
な
ん
八
月
号
で
は
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
で
安
全
な
消
費
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
五
六
・
五
八
三
）



タ
ー
▼
学
習
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼
対

象
＝
市
内
の
中
学
生
▼
定
員
＝
各
科
目

五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
一
教
科
に
つ
き
一
〇
〇
八
円
（
教

材
費
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
十

五
日
貊
ま
で
に
、
お
電
話
で
青
少
年
セ

ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
十
七
日
豸
午
後
一
時
半

開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
▼
内
容
＝
テ
レ
ビ
放
送
開
始
五
十

周
年
特
集
、
美
女
と
野
獣
、
時
の
過
ぎ

ゆ
く
ま
ま
に
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
他
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
二
五
三
）

親
子
で
泉
南
市
の
自
然
に
ふ
れ
あ

い
、
ど
ん
な
昆
虫
が
い
る
か
調
べ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
十
日
豸
午
前
十
時
〜
午

後
一
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝
市

立
青
少
年
の
森
（
現
地
集
合
・
解
散
）

▼
講
師
＝
宮
武
頼
夫

み
や
た
け
よ
り
お
さ
ん
（
大
阪
市
立

自
然
史
博
物
館
元
館
長
）
▼
対
象
＝
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど
も
の
み
、

大
人
の
み
の
参
加
は

不
可
）
▼
定
員
＝
四

〇
人
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
携
行
品
＝
弁

当
、
水
筒
、
筆
記
用

具
、
帽
子
、
虫
取
り

網
、
虫
か
ご
、
虫
と
り
の
で
き
る
服
装
、

作
業
用
手
袋
▼
そ
の
他
＝
天
候
不
良
等

に
よ
る
開
催
の
可
否
に
つ
い
て
は
同
協

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
八
月
九
日
貍
ま
で
に
、

お
電
話
で
譖
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会

（
薀
０
６
・
６
３
７
４
・
３
３
７
６
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
夏
休

み
の
宿
題
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
も
う
！

▼
と
き
＝
八
月
二
十
一
日
貅
笊
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
笆
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
＝
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
▼

対
象
＝
笊
は
小
学
二
〜
三
年
生
笆
は
小

学
四
〜
中
学
三
年
生
▼
定
員
＝
各
二
〇

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
一
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
八
月
十
一

日
豺
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
パ
ソ
コ
ン
教
室
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉

南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー青

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
も
し
ろ

科
学
実
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
三
日
貍
笊
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
笆
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
▼
対
象
＝
笊
は
小
学
一
〜
三
年
生

笆
は
小
学
四
〜
中
学
三
年
生
▼
定
員
＝

各
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
一
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
八
月

十
五
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
科
学
実
験
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
・

組
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二

一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
二
十
一
日
貅
午
後
一
時

半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
府
民
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
（
岸
和
田
市
野
田
町
三
の

一
三
の
二
）
▼
対
象
＝
大
阪
府
内
在
住

者
で
農
業
に
関
心
の
あ
る
方
▼
テ
ー

マ
＝
環
境
に
配
慮
し
た
病
害
虫
防
除

（
農
薬
の
安
全
な
使
い
方
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
定
員
＝
一
〇
〇
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
八
月
十

一
日
豺
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、「
泉
南
府
民

セ
ン
タ
ー
・
園
芸
講
習
会
受
講
希
望
」

と
明
記
の
上
、
〒
五
九
六
・
〇
〇
七
八

岸
和
田
市
野
田
町
三
の
一
三
の
二
・
大

阪
府
泉
州
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（http

://w
w
w

.2.odn.ne.jp/afn-sensyu

）
ま
で
▼
問

合
せ
＝
同
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
薀
矗

０
１
６
７
）

5

魔
法
じ
ゃ
な
い
よ

お
も
し
ろ
科
学
実
験

パ
ソ
コ
ン
に
楽
し
く

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

青
少
年
の
森
で

昆
虫
し
ら
べ

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団

第
三
十
八
回
定
期
演
奏
会

夏
季
園
芸
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉州９市４町では、泉州地域の活性化・国際化を図

るため第１１回泉州国際市民マラソンを開催します。

あなたも早春の泉州路を走ってみませんか。

▼と　き＝平成16年２月15日豸

午前11時スタート

▼コース＝浜寺公園（堺市）スタート～りんくうパパ

ライベント広場（泉佐野市）をゴールとする42.195襭

（日本陸連公認コース）

▼制限時間＝４時間30分以内

▼募集人員＝３,０００人（多数の場合は抽選）

▼参加費＝７,０００円（傷害保険料含む）

▼参加資格＝笊登記登録の部（平成15年度日本陸上競

技連盟登記登録者）笆一般の部※笊笆において大会当

日18歳以上の健康な男女（高校生は除く）で制限時間

内に完走可能な

人。※大会運営等

の事情により車い

すでの参加はでき

ません

▼申込み＝９月１

日豺～９月30日貂

（当日消印有効）

の期間に、所定の

申込み用紙（市役所・市民体育館に設置）に必要事項

を記入の上、〒596－0057岸和田市筋海町６－10・渡

辺ビル６階・泉州国際市民マラソンエントリー事務局

へ申し込んでください

▼問合せ＝同事務局（薀瞻０８４９）

▼
と
き
＝
八
月
二
日
貍
〜
八
月
三
十
日

貍
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後
五
時
〜
七

時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時
〜
六
時
▽
土

曜
日
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
▽
八

月
十
三
日
貉
、
八
月
十
五
日
貊
は
午
前

九
時
半
〜
十
一
時
半
（
※
八
月
九
日
貍

は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼

費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
上
靴
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
使

用
す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

将
棋
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
二
日
貍
以
降
の
毎
週
土

曜
日
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
（
※
八
月

十
六
日
貍
は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内

の
小
・
中
学
生
と
高
齢
者
の
方
▼
定

員
＝
二
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
参
加
す
る
日
に
青
少
年

セ
ン
タ
ー

関
空
や
泉
州
と
ふ
れ
あ
い
、
さ
ら
に

飛
行
機
へ
の
夢
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画

を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
＝
笊
関
空
と
の
ふ
れ
あ
い

（
関
空
を
行
き
交
う
人
々
、
飛
行
機
、

風
景
な
ど
）
笆
泉
州
と
の
ふ
れ
あ
い

（
ま
ち
の
人
々
、
風
景
、
祭
り
な
ど
）

笳
夢
の
飛
行
機
（
こ
ん
な
飛
行
機
が
あ

れ
ば
楽
し
い
な
と
思
う
も
の
）
▼
応
募

資
格
＝
小
学
生
▼
画
材
＝
ク
レ
ヨ
ン
、

ク
レ
パ
ス
、
パ
ス
テ
ル
、
色
鉛
筆
、
水

彩
絵
の
具
▼
画
用
紙
の
サ
イ
ズ
＝
四
つ

切
り
ま
た
は
八
つ
切
り
の
画
用
紙
▼
申

込
み
＝
八
月
一
日
貊
か
ら
九
月
二
十
八

日
豸
の
期
間
に
、
市
役
所
政
策
推
進
課

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
、
作
品
の
裏
側
右
下
に
貼
り
つ

け
た
上
、
〒
五
九
七
・
〇
〇
九
一
大
阪

府
貝
塚
市
二
色
三
の
二
五
の
五
・
関
空

交
流
館
へ
郵
送
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝

入
選
作
品
に
は
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈

し
、
関
西
国
際
空
港
等
で
展
示
す
る
予

定
で
す
▼
問
合
せ
＝
関
空
交
流
館
（
薀

瞞
２
２
０
５
）

▼
と
き
＝
笊
八
月
六
日
貉
笆
九
月
三
日

貉
午
後
四
時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝

居
な
ど
の
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
で
す

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝

二
〇
人
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋
を
通

し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
八
月
九
日
貍

▽
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時
半
〜

三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以
下
）

▽
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後
三
時
〜
三

時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）
▼
と
こ

ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定
員
＝

各
回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出
入
り

は
不
可
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二

時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に
お

い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
拍
子
木

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か

ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合

せ
＝
図
書
館

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身
近
な
自

然
を
体
感
し
、
大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き
＝
笊
八
月
九
日
貍
笆
九
月
十
三

日
貍
午
前
九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市

内
の
野
鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト
▼
対
象
者
＝

市
内
の
小
・
中
学
生
▼
募
集
人
員
＝
二

〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

友
だ
ち
や
親
子
で
よ
さ
こ
い
踊
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
二
、
四
土
曜
日
午
後

一
時
半
〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
五
年

生
〜
中
学
三
年
生
及
び
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
一
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
（
保
険
代
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
十
一
日
豺
ま

で
に
、
お
電
話
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開
放

を
実
施
し
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
子
育
て

相
談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝
笊

信
達
保
育
所
・
八
月
十
二
日
貂
（
薀
祟

４
６
４
２
）
笆
樽
井
保
育
所
・
八
月
十

二
日
貂
（
薀
祗
０
０
７
４
）
笳
浜
保
育

所
・
八
月
十
九
日
貂
（
薀
祚
２
６
６
０
）

笘
鳴
滝
第
一
保
育
所
・
八
月
十
九
日
貂

（
薀
祟
４
０
４
１
）
笙
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所

庭
）
・
八
月
十
三
日
貉
、
八
月
二
十
七

日
貉
（
薀
祚
３
３
７
１
）
▼
開
放
時

間
＝
笊
笳
笙
は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

笆
笘
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
習
相
談

会
（
英
語
・
数
学
を
学
習
し
よ
う
）
に

参
加
す
る
中
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
、
金
曜
日
の
午
後
六

時
〜
七
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

4

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

よ
さ
こ
い
踊
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

中
学
生
学
習
相
談
会

生
徒
を
募
集
し
ま
す

関
空
と
泉
州

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

保
育
所
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

読
み
聞
か
せ
の
会

を
開
催
し
ま
す

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500



▼
と
き
＝
八
月
二
十
四
日
豸
午
前
九
時

に
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
集
合
（
雨
天
決
行
）

▼
見
学
場
所
＝
大
阪
府
立
狭
山
池
博
物

館
▼
参
加
費
＝
無
料
。
但
し
、
交
通
費

（
一
四
六
〇
円
）、
入
館
料
（
三
〇
〇
円
）、

昼
食
代
（
約
六
〇
〇
円
で
予
約
）
は
各

自
負
担
▼
申
込
み
＝
八
月
十
一
日
豺
ま

で
に
、
お
電
話
で
泉
南
歴
史
研
究
会
事

務
局
（
薀
祗
５
６
７
１
）
へ
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

障
害
等
で
配
慮
を
要
す
る
児
童
、
生

徒
の
就
学
や
進
学
に
あ
た
っ
て
の
情
報

提
供
や
疑
問
に
答
え
る
た
め
の
就
学
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
三
日
貉
午
前
十
時
〜
▼

と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝
泉

南
市
の
養
護
教
育
の
概
要
、
養
護
学
級
、

養
護
教
育
諸
学
校
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
等
に
つ
い
て
▼
対

象
＝
平
成
十
六
年
に
小
・
中
学
生
に
入

学
す
る
予
定
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
方
で
就
学
や
進
学
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
た
い
方
▼
問
合
せ
＝
指
導
課
（
内

線
二
七
七
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年

の
生
き
方
や
進
路
に
つ
い
て
、
参
加
者

相
互
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て

考
え
合
う
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
四
日
貅
午
後
七
時
〜
九

時
▼
と
こ
ろ
＝
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
▼
テ
ー
マ
＝
自
分
の
生
き
方
を
振
り

返
り
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
考
え
る
▼

講
師
＝
川
口
泰
司

か
わ
ぐ
ち
や
す
し
さ
ん
（
ヒ
ー
ト
ハ
ー

ト
オ
ー
バ
ー
代
表
）
▼
対
象
＝
十
五
歳

か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
青
少
年
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は

不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
一
七
）

あ
い
さ
つ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し

て
、
英
語
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
三
日
貉
〜
十
月
十
五
日

貉
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
四
時
〜
五

時
（
全
七
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
一
〜
三

年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

八
月
二
十
五
日
豺
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
・
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三

の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
と
な

い
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
を
綴

っ
た
作
文
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
促
進

す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
作
文
の
様
式
＝
▽
小
・
中
学
生
は
四

〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
〜
四
枚
▽
高

校
生
・
一
般
は
同
四
〜
六
枚
▼
ポ
ス
タ

ー
の
様
式
＝
小
・
中
学
生
の
み
で
Ｂ
３

画
用
紙
ま
た
は
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
の
画

用
紙
※
い
ず
れ
も
縦
長
の
み
▼
申
込

み
＝
九
月
五
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
五
四
〇
・
八
五
七
〇
大
阪
府
健
康
福

祉
部
障
害
保
健
福
祉
室
在
宅
課
計
画
推

進
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
か
直
接
ご
持
参
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
同
グ
ル
ー
プ
（
薀

０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
蕭
０

６
・
６
９
４
４
・
６
６
７
４
）

私
た
ち
の
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
十
八
日
貅
午
後
二
時
〜

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
忠
岡
町
役
場
三
階
研

修
室
（
南
海
忠
岡
駅
下
車
徒
歩
五
分
）

▼
テ
ー
マ
＝
お
年
寄
り
を
狙
う
悪
質
商

法
の
手
口
▼
講
師
＝
大
橋
悦
子

お
お
は
し
え
つ
こ

さ
ん

（
消
費
生
活
専
門
相
談
員
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
八
月
二
十
九
日
貊
ま
で

に
、
お
電
話
で
地
域
振
興
課
（
内
線
五

八
三
）

7

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
子
ど
も
の
就
学
相
談
会

泉
南
歴
史
研
究
会

夏
の
博
物
館
め
ぐ
り

自
分
の
生
き
方
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

英
語
で
ご
あ
い
さ
つ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

く
ら
し
の
府
民
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

いろいろな事情
じじょう

で小学校
しょうがっこう

や

中学校
ちゅうがっこう

を卒業
そつぎょう

できなかった方
かた

、

夜間中学校
やかんちゅうがっこう

に勉強
べんきょう

しにきませ

んか。

▼と　き＝月曜日
げつようび

から金曜日
きんようび

の午後
ご ご

５時
じ

30分
ぷん

～８時
じ

30分
ぷん

まで

▼ところ＝岸城中学校
きしきやかんちゅうがっこう

（岸
きし

和田市野田町
わ だ し の だ ち ょ う

２丁目
ちょうめ

19の19）

▼内　容
な い よ う

＝「あいうえお」か

ら勉強
べんきょう

できます

▼対　象
たいしょう

＝16歳以上
さいいじょう

で、義務
ぎ む

教育
きょういく

を受
う

けていない方
かた

なら

入学
にゅうがく

できます（国籍
こくせき

は問
と

いま

せん）

▼授業料
じゅぎょうりょう

＝無料
むりょう

▼その他
た

＝中学校卒業資格
ちゅうがくこうそつぎょうしかく

が

とれます

▼入学受付期間
にゅうがくうけつけきかん

＝９月
がつ

１日
ついたち

豺
げつ

から９月
がつ

10日
と お か

貉
すい

まで（土
ど

・

日
にち

・祝日
しゅくじつ

は除
のぞ

く）

▼申込
もうしこ

み・問合
といあわ

せ＝岸城中学
きしきちゅうがっ

校夜間学級
こうやかんがっきゅう

（薀矍６５５３）

▼と　き＝10月25日貍午後
１時30分開場、２時開演
▼ところ＝文化ホール（全席
自由）
▼出演者＝菅原洋一

すがわらよういち

さん
▼入場料＝▽一般／前売り
2,500円（当日3,000円）
▽割引／前売り2,000円（当
日2,500円）
※割引対象は高校生以下、60
歳以上、障害者及びその介護
者
▼チケットの販売＝８月27日
貉から文化ホールで販売（販

売時間は午前10時～午後５時
で月曜、祝日は除く）
▼問合せ＝文化ホール（薀祗
７７６７）

6

市
民
の
皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー
利
用
者

と
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
深
め
る
た
め
、

砂
川
セ
ン
タ
ー
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
一
日
貅
午
後
六
時

〜
八
時
（
雨
天
の
場
合
は
翌
二
十
二
日

貊
に
順
延
）
▼
と
こ
ろ
＝
砂
川
セ
ン
タ

ー
運
動
場
（
泉
南
市
馬
場
三
丁
目
一
五

六
六
）
▼
内
容
＝
盆
踊
り
、
花
火
、
和

太
鼓
の
演
奏
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
立
砂

川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
２
８
８

１
）泉

州
特
産
の
水
な
す
カ
レ
ー
で
暑
い

夏
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
四
日
豸
午
前
十
時

〜
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

料
理
教
室
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の
方

▼
参
加
費
＝
四
五
〇
円
（
材
料
費
）
▼

定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
▼

そ
の
他
＝
作
っ
た
カ
レ
ー
は
講
座
終
了

後
に
試
食
し
ま
す
▼
講
座
サ
ポ
ー
ト
＝

イ
ベ
ン
ト
ク
リ
エ
イ
ト
（
公
民
館
事
業

企
画
グ
ル
ー
プ
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
樽
井
公
民
館

（
薀
祟
４
３
６
１
／
蕭

祟
４
３
８
０
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
楽
し

く
学
習
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
四
日
豸
午
後
一
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
多
目

的
ホ
ー
ル
▼
対
象
＝
簡
単
な
キ
ー
ボ
ー

ド
操
作
の
で
き
る
方
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
講
座
サ
ポ
ー
ト
＝
泉
南
Ｙ
Ｙ
パ

ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
（
樽
井
公
民
館
ク
ラ
ブ
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
樽
井
公
民
館
（
薀
祟
４
３
６

１
／
蕭
祟
４
３
８
０
）

地
場
産
業
と
身
近
な
自
然
の
大
切
さ

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
八
月
二
十
六
日
貂
午
後
一

時
〜
三
時
半
（
岡
田
浦
漁
協
体
験
）
笆

八
月
三
十
日
貍
午
前
九
時
〜
午
後
一
時

半
（
海
岸
の
清
掃
と
地
引
き
網
体
験
）

▼
と
こ
ろ
＝
笊
岡
田
浦
漁
協
笆
岡
田
浦

の
海
岸
▼
対
象
＝
笊
笆
い
ず
れ
に
も
参

加
で
き
る
小
・
中
学
生
（
保
護
者
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
）
▼
定
員
＝
四
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

九
〇
〇
円
（
保
険
代
含
む
）
▼
申
込

み
＝
八
月
十
五
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
地
引
き
網
体
験
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

地
引
き
網
体
験
当
日
に
、
イ
ベ
ン
ト

を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
三
十
日
貍
午
前
九
時
〜

午
後
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
岡
田
浦
の
海
岸

付
近
▼
内
容
＝
簡
単
な
魚
の
調
理
▼
定

員
＝
一
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
泉
州
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
と
ト
ン
ガ

王
国
の
タ
コ
と
ネ
ズ
ミ
の
楽
し
い
物
語

の
二
話
を
上
演
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
三
十
一
日
豸
午
後
二
時

〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込

み
は
不
要
▼
そ
の
他
＝
楽
し
い
ク
イ
ズ

あ
り
▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館

▼
と
き
＝
八
月
三
十
一
日
豸
午
前
九
時

〜
午
後
四
時
二
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
笊
屋

外
イ
ベ
ン
ト
は
泉
佐
野
市
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
駅
南
出
口
前
臨
時
駐
車
場
（
エ
ル

ガ
ビ
ル
前
広
場
）
笆
屋
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
全
日
空
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
六

階
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ル
ー
ム
▼
内
容
＝
笊

屋
外
イ
ベ
ン
ト
は
各
種
カ
ー
展
示
、
熱

気
球
体
験
飛
行
、
夢
サ
ー
キ
ッ
ト
模
型

展
示
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
（
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
、
よ
さ
こ
い
、
電
子
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
）
笆
屋
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は

不
要
▼
問
合
せ
＝
譖
日
本
青
年
会
議
所

大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
薀
０
６
・
６

５
３
５
・
０
３
１
２
）

古
代
史
博
物
館

お
姉
さ
ん
の
紙
し
ば
い

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
夢

サ
ー
キ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ

岡
田
浦
漁
協
体
験
と

地
引
き
網
体
験

夏
期
パ
ソ
コ
ン
講
習

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
州
特
産
水
な
す

カ
レ
ー
を
作
ろ
う

地
引
き
網
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

平成１６年度泉南市立幼稚園入園の園児
を募集します。
▼募集園児＝笊４歳児（平成１１年４月２
日～平成１２年４月１日までに生まれた幼
児）
笆５歳児（平成１０年４月２日～平成１１
年４月１日までに生まれた幼児）
▼入園願書の配布＝９月上旬より、右の表

の各幼稚園で配布し
ます
▼入園願書の受付＝

１０月１日貉以降の
各幼稚園の設定する
日

▼問合せ＝各幼稚園または教育委員会学務
課（内線２９３）

府
立
砂
川
セ
ン
タ
ー

盆
踊
り
大
会

薀祟２４５９ 

薀祟４３３１ 

薀祟５３１３ 

薀祟５５９６ 

薀祟５５９５ 

薀祚２６６７ 

薀祟９６６３ 

薀祗２５０３ 

薀祟８９５０ 

信達牧野1311

樽井5－14－12

男里1－50－1

鳴滝3－4－25

新家2949

信達金熊寺553

信達大苗代36－6

新家1497－1

岡田4－1280－1



泉
南
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、
第
十

五
回
泉
南
市
商
工
祭
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
日
豸
午
前
十
時
〜

午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼

内
容
＝
▽
市
内
商
工
業
者
に
よ
る
展
示

即
売
▽
発
表
会
▽
え
ん
や
こ
ら
バ
ト
ル

▽
絵
画
展
▽
無
料
配
布
コ
ー
ナ
ー
▽
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ほ
か
▼
そ
の
他
＝
前
夜

祭
（
十
一
月
一
日
貍
・
文
化
ホ
ー
ル
）

で
の
映
画
上
映
会
も
予
定
し
て
い
ま
す

▼
問
合
せ
＝
商
工
祭
実
行
委
員
会
（
薀

祟
６
３
６
５
）

海
を
汚
す
要
因
の
七
割
が
家
庭
か
ら

の
排
水
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
。
南
大
阪
湾
岸
南
部
流
域
下
水
道
組

合
で
は
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
取

得
に
伴
い
、
水
の
環
境
教
育
の
場
を
創

造
す
る
た
め
、
一
般
の
方
々
か
ら
の
施

設
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
の
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
※
但
し
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
南
大
阪
湾
岸
南
部
流
域
下
水
道

組
合
（
薀
祕
３
４
４
４
）

▼
職
種
＝
事
務
職
員
▼
資
格
＝
昭
和
二

十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
は

問
わ
な
い
）
で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
の
で
き
る
方
▼
採
用
予
定
人
員
＝
一

人
▼
試
験
＝
▽
一
次
試
験
は
八
月
二
十

八
日
貅
で
筆
記
試
験
▽
二
次
試
験
は
九

月
十
二
日
貊
で
面
接
試
験
▼
採
用
予
定

日
＝
平
成
十
五
年
十
月
一
日
▼
募
集
要

項
の
配
布
＝
八
月
一
日
貊
か
ら
人
事
課

で
▼
申
込
み
＝
八
月
十
八
日
豺
〜
八
月

二
十
二
日
貊
の
期
間
に
人
事
課
へ
▼
問

合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
〇
七
・
二
七

五
）

▼
職
種
＝
市
立
幼
稚
園
の
講
師
▼
資

格
＝
幼
稚
園
教
諭
免
許
取
得
者
▼
定

員
＝
一
人
▼
採
用
期
間
＝
平
成
十
五
年

九
月
一
日
〜
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一

日
▼
試
験
日
＝
八
月
二
十
四
日
豸
▼
試

験
内
容
＝
筆
記
及
び
面
接
試
験
▼
募
集

要
項
の
配
布
＝
八
月
一
日
貊
か
ら
学
務

課
で
▼
申
込
み
＝
八
月
十
一
日
豺
〜
八

月
十
五
日
貊
（
時
間
は
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
）
に
学
務
課
へ
▼
問
合
せ
＝
学

務
課
（
内
線
三
五
七
）

海
上
保
安
庁
職
員
と
な
る
海
上
保
安

大
学
校
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格
＝
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
の
方
及
び

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

▼
採
用
予
定
人
員
＝
約
四
十
五
人
▼
一

次
試
験
日
＝
十
一
月
一
日
貍
、
十
一
月

二
日
豸
▼
受
付
期
間
＝
八
月
二
十
八
日

貅
〜
九
月
九
日
貂
▼
資
料
請
求
・
問
合

せ
＝
〒
六
五
〇
・
〇
〇
四
二
神
戸
市
中

央
区
波
止
場
町
一
の
一
・
第
五
管
区
海

上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課
（
薀
０
７

８
・
３
９
１
・
６
５
５
６
）
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泉
南
市
商
工
祭
を

開
催
し
ま
す

下
水
道
の
し
く
み
を

学
び
ま
せ
ん
か

市
立
幼
稚
園
の
嘱
託

職
員
を
募
集
し
ま
す

海
上
保
安
大
学
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す

笊事務職員（上級）
▼資　格＝昭和53年４月２日か
ら昭和57年４月１日までに生ま
れた方（学歴は問わないが、大
学卒業程度の試験を行います）。
または、昭和57年４月２日以降
に生まれた方で、学校教育法
（昭和22年法律第
26号）に基づき大
学（短期大学を除
く）を卒業した方
（平成16年３月までに卒業見込
みの方を含む）、またはこれと
同等の資格があると認められる
方
笆消防吏員（上級）
▼資　格＝昭和53年４月２日か
ら昭和57年４月１日までに生ま
れた方（学歴は問わないが、大
学卒業程度の試験を行います）

笳消防吏員（初級）
▼資　格＝昭和57年４月２日か
ら昭和61年４月１日までに生ま
れた方（学歴は問わないが、高
校卒業程度の試験を行います）
▼採用予定人員＝笊事務職員
（上級）は１人笆消防吏員（上

級）は１人笳消防吏員（初級）
は１人
▼申込み期間＝各職種とも９月
３日貉～９月10日貉で、受付時
間は各日午前９時～午後５時15
分※但し、土・日曜日は除く
▼試験日＝９月21日豸
▼採用予定年月＝平成16年４月
▼募集要項の配布＝８月４日豺

から笊事務職員は市役所人事課
で、笆笳消防吏員は消防本部総
務課で配付します。また、イン
ターネットの泉南市公式ホーム
ページ（ht tp : //www.c i t y .
sennan.osaka.jp/）から募集要
項、受験申込み様式一式がダウ

ンロードできま
す。各要項を郵送
で請求の場合は、
封筒の表紙に職種

名を明記し、「募集要項請求」
と朱書、返信用定型封筒（長形
３号）にご自分の郵便番号、住
所、氏名を記入の上、90円切手
を貼付し郵送してください
▼問合せ＝笊は人事課（薀祟０
００１・内線２０７）笆笳は消
防本部総務課（薀祕０１１９）

▼と　き＝９月６日貍午後０時
半開場、１時開演
▼ところ＝文化ホール（全席自
由席）
▼出演者＝春野百合子

は る の ゆ り こ

、京山倖
きょうやまゆき

若
わか

、天光軒満月
てんこうけんまんげつ

▼入場料＝無料（入場整理券が
必要）
▼定　員＝５０６人（先着順）
▼入場整理券の配付＝８月１日
貊から入場整理券の笊配付及び
笆郵便での受付を開始します※
笊入場整理券の配付は図書館２
階事務所（午前９時～午後５時）
で行います（月曜日は除く）笆
郵便でのお申し込みは、往復ハ
ガキ（１枚につき１人）に、住
所、氏名、電話番号を記入の上、
〒590・0525泉南市馬場１の
２の１・泉南市立文化ホール・
浪曲係へ
▼問合せ＝文化ホール
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木
造
住
宅
等
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改

修
の
方
法
及
び
住
宅
等
の
耐
震
に
関
す

る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
九
日
貊
午
後
一
時
半

〜
五
時
（
講
習
会
は
午
後
一
時
半
〜
三

時
、
相
談
会
は
午
後
三
時
〜
五
時
）
▼

と
こ
ろ
＝
大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
三
階
ホ
ー
ル
※
相
談
会
は
同
五
階

研
修
室
（
大
阪
市
北
区
天
神
橋
六
丁
目

四
番
二
〇
号
）
▼
受
講
料
＝
無
料
▼
申

込
み
＝
九
月
十
二
日
貊
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
〒
五
四
〇
・
〇
〇
一
二
大
阪
市
中

央
区
谷
町
三
の
一
の
一
七
ト
レ
ン
ザ
ビ

ル
三
階
・
譛
大
阪
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー

へ
▼
問
合
せ
＝
同
防
災
セ
ン
タ
ー
（
薀

０
６
・
６
９
４
２
・
０
１
９
０
／
蕭
０

６
・
６
９
４
６
・
８
３
７
３
）

譛
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
振
興
財

団
で
は
、
泉
南
市
民
を
対
象
に
市
民
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
先
端

医
療
の
一
つ
で
も
あ
る
移
植
医
療
を
テ

ー
マ
に
、
国
内
有
数
の
専
門
医
師
が
臓

器
や
組
織
の
移
植
医
療
の
現
状
と
将
来

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
三
日
貍
午
後
一
時
開

場
、
一
時
半
開
演
〜
四
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
一
階
大
会
議
室
▼

内
容
＝
先
端
医
療
の
こ
れ
か
ら
の
発
展

▼
定
員
＝
二
〇
〇
人
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
世
話
人
＝
小
林
英
司

こ
ば
や
し
え
い
じ
さ
ん
（
自
治
医

科
大
学
分
子
病
態
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
）
▼
講
師
＝
▽

吉
里
勝
利

よ
し
ざ
と
か
つ
と
し

さ
ん

（
広
島
大
学
理
学
部
教
授
）
▽
猪
股
裕

い
の
ま
た
ゆ

紀
洋
き
ひ
ろ

さ
ん
（
熊
本
大
学
医
学
部
小
児
外

科
学
教
授
）
▼
申
込
み
＝
九
月
五
日
貊

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
三
五
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜
二
の

一
一
譛
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
振
興

財
団
研
究
資
源
バ
ン
ク
・
市
民
公
開
講

座
係
（
蕭
祀
１
６
５
５
／e-m

ail
:

hsrrb@
osa.jhsf.or.jp

）
ま
で
▼
問
合

せ
＝
同
財
団
・
研
究
資
源
バ
ン
ク
（
薀

祀
１
６
７
０
）

涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
。
選
り
す
ぐ
り

の
絵
本
の
読
み
語
り
＆
ピ
ア
ノ
演
奏
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
異
色
ラ
イ
ブ
で
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
日
貍
午
後
二
時
〜

三
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階
多

目
的
ホ
ー
ル
▼
対
象
＝
親
子
、
家
族
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
※
子
ど
も
の
み
の
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
▼
定
員
＝
五
〇
組

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
九
月
二
日
貂
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
に
必
要
事
項
（
え
ほ
ん
ラ
イ
ブ
参

加
希
望
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
者

全
員
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
、
子
ど
も
の

生
年
月
日
。
往
復
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
返

信
用
ハ
ガ
キ
に
ご
自
分
の
宛
名
）
を
明

記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
六
の
一
一
の
一
六
・
樽
井
公
民

館
・
え
ほ
ん
ら
い
ぶ
係
（e-m

ail
:

tarui-k@
city.sennan.osaka.jp

）
▼

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

文
化
ホ
ー
ル
で
は
開
館
二
〇
周
年
を

記
念
し
て
、
映
画
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
日
貍
午
後
一
時
半

開
場
、
二
時
上
映
開
始
▼
と
こ
ろ
＝
文

化
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）
▼
上
映
映

画
＝
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
（
98
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
審
査
員
グ

ラ
ン
プ
リ
賞
受
賞
作
品
）
▼
入
場
料
＝

無
料
（
入
場
整
理
券
は
不
要
で
す
）
▼

問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

「
知
ら
な
い
大
人
に
つ
い
て
い
っ
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
危
険
防

止
教
育
に
限
界
が
み
え
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
自
身
の
力
を
引
き
出
し
、

大
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す

れ
ば
い
い
の
か
。
具
体
的
な
方
法
を
見

つ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
五
日
貅
午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階

多
目
的
ホ
ー
ル
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定

員
＝
一
五
〇
人
▼
申
込
み
＝
九
月
二
十

一
日
豸
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
で
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
連

絡
先
を
樽
井
公
民
館
（
薀
祟
４
３
６

１
／
蕭
祟
４
３
８
０
／e-m

ail
:tarui-

k@
city.sennan.osaka.jp

）
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
▼
笊
一
時
保
育
笆
会
場

同
室
児
＝
笊
笆
と
も
対
象
は
一
歳
以

上
、
就
学
前
の
幼
児
で
定
員
は
笊
三
〇

人
笆
一
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

笊
一
時
保
育
笆
会
場
同
室
児
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
九
月
九
日
貂
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
笊
一
時
保
育
ま
た
は
笆
会
場
同
室

希
望
、
住
所
、
氏
名
・
子
ど
も
の
名
前

（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
を
明

記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
六
の
一
一
の
一
六
・
樽
井
公
民

館
Ｃ
Ａ
Ｐ
係
（e-m

ail
:
tarui-k@

city.sennan.osaka.jp

）
へ
※
往
復
ハ

ガ
キ
の
場
合
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
ご
自

分
の
宛
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
▼
そ
の

他
＝
一
歳
未
満
の
幼
児
は
会
場
に
入
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
旨
を

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

樽
井
公
民
館

市
民
公
開
講
座

先
端
医
療
の
こ
れ
か
ら

樽
井
公
民
館

え
ほ
ん
☆
ら
い
ぶ

文
化
ホ
ー
ル

映
画
鑑
賞
会

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
自
信
・

自
由
を
守
る
Ｃ
Ａ
Ｐ
講
演
会

木
造
住
宅
を
対
象
に
し
た

耐
震
診
断
・
改
修
講
習
会

文化ホールでは、桂三枝さんに

よる独演会を開催します。

▼と　き＝１１月１４日貊午後６

時半開場、７時開演

▼ところ＝文化ホール（全席自由）

▼内　容＝桂三枝
かつらさんし

さんによる独演

会

▼入場料＝▽一般／前売2,000円

（当日2,500円）▽割引／前売1,500

円（当日2,000円）※割引対象は高

校生以下、60歳以上、障害者の方

及びその介護者

▼チケットの販売＝９月12日貊か

ら文化ホールで販売（販売時間は

午前10時～午後５時で月曜、祝日

は除く）

▼問合せ＝文化ホール（薀祗７７

６７）



院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
利
用
手
続
き
の
簡

素
化
、
生
活
保
護
の
障
害
者
加
算
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
泉
南
市
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派

遣
、
さ
わ
や
か
バ
ス
、
あ
い
ぴ
あ
一
般
浴
室
、

サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
料
の
減
免
、
手

帳
申
請
用
の
診
断
書
文
書
料
の
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

九
月
に
な
り
ま
す
と
譛
日
本
育
英
会
、
譛
大

阪
府
育
英
会
等
に
お
い
て
、
来
年
度
（
平
成
十

六
年
度
）
入
学
予
定
の
高
校
生
、
大
学
生
等
に

対
す
る
奨
学
金
の
予
約
申
請
の
受
付
が
始
ま
り

ま
す
。

泉
南
市
で
は
次
の
と
お
り
、
各
種
奨
学
金
制

度
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

ご
質
問
や
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
奨
学
金
の
申
込
み
用
紙
の
配

布
場
所
及
び
申
込
み
窓
口
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
通
っ
て
い
る
中
学
校
、
高
校
、
専
門
学
校
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
相
談
窓
口
＝
▽
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
薀
祟
６
４
４
７
）
▽
学
務
課
（
薀
祟
０
０
０

１
／
内
線
三
五
七
）
▼
相
談
受
付
期
間
＝
八
月

二
十
五
日
豺
〜
八
月
二
十
九
日
貊
の
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
▼
問
合
せ
＝
▽
泉
南
市
人
権
協
会

（
薀
祕
１
４
０
１
）
▽
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
薀
祟
６
４
４
７
）

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た
戦
没
者

の
妻
及
び
父
母
等
の
方
で
、
次
の
要
件
を
満
た

す
方
に
改
め
て
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

笊
第
十
七
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受

け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
で
、
平
成
十
五
年
四

月
一
日
に
お
い
て
公
的
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
方
に
額
面
二
〇

〇
万
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

笆
第
十
九
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受

け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
等
で
、
平
成
十
五
年

四
月
一
日
に
お
い
て
公
的
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
権
利
ま
た
は
受
け
る
資
格
を
有
し
、

か
つ
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
父
母
等
と
氏
を
同
じ
く
す
る
自
然
血
族
の
子

も
孫
も
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
方
に
額
面
一

〇
〇
万
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
請
求
期
限
は
平
成
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
請
求
手
続
き
、

内
容
等
詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所
生
活
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）
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毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後１時～４時 
笆毎月第２水曜日 
　午後６時～９時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

8月21日、28日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
笊児童福祉課（内線242） 
笆子ども相談室 
　薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

笊市役所家庭児童相談室 
笆子ども支援センター 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

毎月第４金曜日 
午前９時～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後１時～４時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

戦
没
者
等
の
妻
、
父
母
の
皆
さ
ん
に

特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

奨
学
金
制
度
の
相
談
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

家
庭
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的

に
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
。
但
し
、
前
年
（
一
月
か
ら
四
月

ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
第
一
子
は
五
〇
〇
〇

円
、
第
二
子
は
五
〇
〇
〇
円
、
第
三
子
以
降
は

一
〇
〇
〇
〇
円
。

▼
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
計
に
お
い
て

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
方
）
名
義
の

銀
行
等
の
通
帳
を
持
参
の
上
、
児
童
福
祉
課
で

請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
笊
〜
笵
の
よ

う
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
速
や
か
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

笊
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る
受
給
者
が
退

職
し
た
と
き
笆
出
生
な
ど
に
よ
り
、
支
給
対
象

と
な
る
児
童
が
増
え
た
と
き
笳
受
給
者
の
住
所

が
他
市
区
町
村
に
変
わ
っ
た
と
き
笘
児
童
の
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き
笙
受
給
者
、
児
童
の
氏
名

が
変
わ
っ
た
と
き
笞
受
給
者
が
公
務
員
と
な
っ

た
と
き
笵
支
払
い
希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
た

い
と
き
※
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
給
で
き

る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
で
「
入
院
時
一

部
負
担
金
限
度
額
適
用
・
入
院
時
食
事
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
七
月
末
日
で
有
効
期
限
が
満
了
と
な
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
市
役
所
生
活
福
祉
課
で
更
新
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
笊
健
康
保
険

証
及
び
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
笆
現
在
お
手

持
ち
の
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額
適
用
・
入

院
時
食
事
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
笳
平
成
十

四
年
八
月
一
日
以
降
に
通
算
で
九
十
日
以
上
入

院
さ
れ
た
方
は
、
こ
の
こ
と
を
証
す
る
医
療
機

関
発
行
の
入
院
費
領
収
書
※
但
し
、
介
護
保
険

適
用
の
入
院
分
は
含
み
ま
せ
ん
笘
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
の
方
は
老
齢
福
祉
年
金
証
書

▼
申
請
期
限
＝
平
成
十
五
年
八
月
二
十
二
日
貊

※
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
減

額
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
注
意
＝
認
定
証
は
今
年
度
も
引
き
続
き
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
に
の
み
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）

自
営
業
や
農
業
等
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方

は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
期
間
中
に
「
つ
い
う
っ
か
り
」
の

未
納
期
間
が
あ
り
ま
す
と
、
万
一
の
事
故
の
時

に
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期
限

か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
た
く
て
も
納
め
ら

れ
ず
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
事
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
、
未
納
期
間
を
つ
く

ら
な
い
よ
う
に
し
、
年
金
の
受
給
権
を
し
っ
か

り
と
確
保
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ
＝
年
金
手

帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
就
職

し
た
時
は
必
ず
、
年
金
手
帳
を
事
業
所
に
提
示

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

精
神
に
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
上
で
必
要
と
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
や
す
く
し
た
り
、
充
実
さ
せ
る
た
め
に
精

神
保
健
福
祉
手
帳
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
精
神
障
害
の
た
め
に
長
期
（
初
診

日
か
ら
六
ヶ
月
以
上
経
過
）
に
わ
た
り
日
常
生

活
ま
た
は
社
会
生
活
に
支
障
の
あ
る
方
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
帳
に
よ
り
税
制
上
の
優
遇
措
置
、
通

10

nf ormat i
i

o n
老
人
保
健
の
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前

特
例
給
付
は
請
求
し
ま
し
た
か

精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
ご
存
じ
で
す
か

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361



検
・
整
備
及
び
図
書
整
理
の
た
め
運
休
い
た
し

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
そ
の
間

は
図
書
館
本
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

泉
南
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
の
緑
と
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
保
全
・
創
造
に
係
わ
る
施

策
を
よ
り
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
「
泉
南
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
」（
目
標
年

次
は
平
成
二
十
五
年
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
「
都
市
緑
地
保
全
法
」
に
よ
る

泉
南
市
独
自
の
計
画
と
し
て
、
未
来
の
泉
南
市

に
お
け
る
緑
の
あ
り
方
や
実
現
に
向
け
た
考
え

方
を
示
し
、
行
政
・
市
民
・
企
業
が
一
体
と
な

っ
て
、
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

▼
基
本
計
画
の
閲
覧
場
所
＝
▽
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
及
び
都
市
計
画
課
▽
泉
南
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.sennan

.osaka.jp

）
▼
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
（
内
線
五

七
〇
）

国
民
健
康
保
険
で
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な
医
療
費
の
減
額
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
保
険

証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
＝

食
事
代
の
自
己
負
担
額
（
通
常
一
日
当
た
り
七

八
〇
円
）
が
六
五
〇
円
、
ま
た
は
五
〇
〇
円
に

そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。
交
付
対
象
者
は
住

民
税
非
課
税
世
帯
で
、
七
十
歳
未
満
の
方
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
＝
同
一
の
医
療
機
関
で
一
ヶ
月
間

の
入
院
時
保
険
診
療
分
医
療
費
の
一
部
負
担
金

の
上
限
（
一
般
四
〇
二
〇
〇
円
）
が
二
四
六
〇

〇
円
、
ま
た
は
一
五
〇
〇
〇
円
に
減
額
さ
れ
ま

す
。
交
付
対
象
者
は
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

で
す
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
・
三

八
〇
）

最
近
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ

る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情

を
持
っ
て
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ

ン
を
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
、
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
７
６
１
５
）
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医
療
費
の
減
額
制
度
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
は

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
す

泉
南
市
み
ど
り
の
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　 　 　 　 　 珈 玳
珎 笘 笙 珥 珮 珞 璢
琅 筺 笄 筍 笋 筌 筅
筵 筥 筴 瑁 瑜 瑩 瑰
瑣 箝 箘 瑾 璋 璞 璧
瓊 笊 笆 珎 玻 珀 珥  
※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。 
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。 
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。 

8月1日～9月6日薀84－2627
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円 

　 　 　 　 　 珈 玳
珎 縟 笙 珥 珮 珞 璢
琅 縵 笄 珸 琲 琺 瑕
琿 繝 筴 瑁 瑜 瑩 瑰
瑣 繩 箘 瑾 璋 璞 璧
瓊 縡 笆 珎 玻 珀 珥  

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

8月1日～9月6日薀82－1000
市民体育館カレンダー 

　 　 　 　 　 珈 玳
珎 縟 笙 珥 珮 珞 璢
琅 縵 笄 珸 琲 琺 瑕
琿 繝 筴 瑁 瑜 瑩 瑰
瑣 繩 箘 瑾 璋 璞 璧
瓊 縡 笆 珎 玻 珀 珥  

※開館時間＝午前9時～午後10時 
（早く閉館する場合があります） 

8月1日～9月6日薀83－4361
市立公民館カレンダー 

泉南市では現在、市民の皆さまの利
便性の向上を図るため、市道・市場長
慶寺砂川線の拡幅工事を行っていると
ころですが、このたび、当路線に架け
られている尋春橋の改修工事を行うこ
とになりました。
つきましては、この改修工事に伴い、

次のとおり通行規制を実施しますので、
他の道路への迂回等、市民の皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。
▼工事期間＝平成15年10月頃（予定）
～平成17年度
▼通行規制場所＝ＪＲ阪和線を横断す
る橋梁（尋春橋

じゅんしゅんばし

）区間
※略図をご参照ください
▼通行禁止＝自動車、自動二輪車、原
動機付自転車の通行はできません
▼通行可能＝歩行者、自転車は仮橋を
設置しますので、ご利用ください
▼問合せ＝施設整備課（内線５５９）

　螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳

長慶寺 

一丘中学校蘆 
ＪＲ阪和線 

一丘団地 

大阪和泉泉南線 

蘆コンビニ 

砂川北 蜚
 

蜚 

泉
南
市
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情
報
保
護
条

例
の
平
成
十
四
年
度
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

情
報
公
開
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
請
求
件
数

が
四
十
五
件
あ
り
ま
し
た
。
四
十
五
件
の
う
ち

全
部
公
開
が
三
十
九
件
、
不
存
在
が
一
件
、
取

下
げ
が
五
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
己
情
報
の

開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、
請
求
件
数
が
三
件
あ

り
、
三
件
の
う
ち
全
部
開
示
が
一
件
、
不
存
在

が
二
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
情
報
公
開

請
求
及
び
自
己
情
報
開
示
請
求
の
決
定
事
項
に

つ
い
て
、
不
服
申
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.city.

sennan.osaka.jp/

）
に
お
い
て
も
、
運
用
状
況

を
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二
八
）

泉
南
市
で
は
平
成
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
個

人
情
報
保
護
条
例
を
施
行
し
、
市
民
の
皆
様
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
六

月
一
日
ま
で
に
、
新
た
に
取
扱
い
が
開
始
さ
れ

た
事
務
及
び
取
扱
い
が
変
更
さ
れ
た
事
務
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
取
扱
を
開
始
し
た
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
名

称
・
担
当
課
＝
宿
泊
体
験
活
動
事
務
、
こ
こ
ろ

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

▼
取
扱
を
変
更
し
た
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
名

称
・
担
当
課
＝
乳
幼
児
医
療
受
給
資
格
の
確
認

処
理
事
務
、
乳
幼
児
医
療
証
の
作
成
事
務
（
児

童
福
祉
課
）

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.city.

sennan.osaka.jp/

）
に
お
い
て
も
詳
し
く
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二
八
）

市
役
所
一
階
に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交

付
を
求
め
る
情
報
公
開
請
求
、
市
が
保
有
す
る

自
己
の
個
人
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
求

め
る
自
己
情
報
開
示
請
求
な
ど
の
受
付
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
資
料

の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
利
用
時
間
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後

〇
時
四
十
五
分
〜
五
時
十
五
分
▼
そ
の
他
＝
コ

イ
ン
式
セ
ル
フ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
コ
ピ
ー
料
金
は
一
枚
に
つ
き
一
〇
円
（
Ｂ
５

〜
Ａ
３
判
黒
色
単
色
）
▼
問
合
せ
＝
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
内
線
三
六
一
）

個
人
情
報
保
護
条
例
で
は
、
市
の
各
機
関
が

個
人
情
報
を
保
護
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
ほ

か
、
民
間
の
事
業
者
と
市
民
の
方
々
の
責
務
も

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
間
事
業
者
の
場
合
、
顧
客
名
簿
な
ど
を
誰

も
が
み
え
る
場
所
に
置
か
な
い
な
ど
、
保
有
す

る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
情
報
保
護
に
関
す
る
市

の
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
市
民
の
立
場
か
ら
は
、
個
人
情
報
の
重

要
性
の
認
識
と
そ
れ
に
関
す
る
権
利
の
行
使
な

ど
、
個
人
情
報
保
護
が
社
会
の
重
要
な
ル
ー
ル

と
し
て
定
着
す
る
た
め
に
、
互
い
の
個
人
情
報

を
尊
重
し
意
識
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
ど

が
必
要
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
事
業
者
・

市
民
の
み
な
さ
ま
が
、
個
人
情
報
保
護
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
願
い

致
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二
八
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な

の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇

冊
を
積
ん
で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、

泉
南
市
民
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借
り
て

い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
の

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
八
月
の
か
し
の
き
号
の
巡
回
は
、
車
両
点
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□‥開館日（am10:00～pm5:00） 
　‥開館日（am11:00～pm6:00） 
●‥休館日 

※８月のかしのき号の巡回はお休みです。 

8月1日～9月6日薀82－7766
市立図書館カレンダー 自動車図書館・かしのき号８月／９月巡回日程のお知らせ 

鳴滝第２小学校 
楠台１号公園 
金　熊　寺 

ステーション名 時間 

ファミール南大阪 
関空山の手台 
砂川集会所前 
青少年センター 

サンハイツ和泉砂川 
一丘団地 

八幡山自治会館 
浜老人集会場 
西信達公民館 

巡回日 
８月 ９月 

ステーション名 時間 
巡回日 

８月 ９月 
水 
水 
木 
木 
金 
金 
水 

2：00～ 
2：45

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：15～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水 
木 
木 
金 
金 

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

24日 

25日 
26日 
26日 

10日 
25日 11日 

11日 
12日 
12日 

3日 17日 
3日 17日 
4日 18日 
4日 18日 
5日 19日 
5日 19日 
10日 24日 

　 　 　 　 　 膀 玳
珎 笘 珀 珥 珮 膓 璢
琅 筺 琥 珸 琲 臀 瑕
琿 筥 瑙 瑁 瑜 臘 瑰
瑣 箝 瑶 瑾 璋 臻 箚
瓊 笊 玳 珎 玻 膤 珥  

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

守
ら
れ
て
い
ま
す
！

あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

事
業
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を



を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
し
な
い
＝
▽
池
や

川
は
非
常
に
危
険
で
す
。
子
ど
も
だ
け
で
池
や

川
に
行
か
な
い
よ
う
に
、
保
護
者
の
方
も
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
天
気
の
悪
い
と
き
や
波
の
高
い
と
き
は
泳
が

な
い
＝
▽
急
に
水
が
増
え
た
り
、
流
れ
が
速
く

な
る
な
ど
危
険
で
す
▽
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
無

理
な
行
楽
の
計
画
は
控
え
、
天
候
の
悪
い
と
き

は
延
期
し
ま
し
ょ
う

▼
遊
泳
禁
止
場
所
や
池
な
ど
で
は
泳
が
な
い
＝

▽
た
め
池
は
非
常
に
危
険
な
の
で
、
絶
対
に
泳

が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
▽
水
に
入
る
前
に

は
、
十
分
に
準
備
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
▽
お
酒

を
飲
ん
だ
後
は
泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
・
地
域
課
（
薀
磚
１

２
３
４
）

野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
ば
い

煙
の
発
生
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
や
有
害
物
質

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
等
発
生
の
原
因
と
も
な
り
、

周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、

絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
建
設
廃
材
等
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
、

適
正
な
処
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
五
八
）
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周りを山々に囲まれている東幼稚園では、四季折々の自然の
移り変わりを身近に感じることができます。昨年開通した金熊
寺トンネルのおかげで、幼稚園前の道路の交通量が激減し、騒
音も無くなり、小鳥のさえずりや金熊寺川のせせらぎが戻って
きました。また、清流・金熊寺川には“カワニナ”が生息し、
それを餌にして育つ“ゲンジボタル”が飛び交うなど、自然の
すばらしさを肌で感じさせてくれます。
また、東幼稚園は東小学校と隣接し、園長は校長と兼務のた

め情報交換も日常的に行えます。小学校との交流は、行事など
の年間計画以外にも生活科や総合学習、そして、チャレンジタ
イムの時間へも参加させてもらうこともあります。

園児たちは小学生
や小学校の先生との
かかわりを積み上げ
ていくうちに、名前
を呼んでもらった
り、反対に、名前を
覚えたりと親しみが
もてるようになって
いきます。そして、
小学校への入学にも
不安を感じることが
少なく、「１年生に

なったら○○兄ちゃ
んにドッチボール教
えてもらうねん」。
「○○先生１年生に
なるかなあ」などの
言葉も聞かれます。
園外保育では、田

んぼや畑で出会った
人たちから声をかけ
てもらったり、また、
お茶の葉を摘ませて
もらったり、田んぼ
の土をいただいたりと、地域の人たちの温かい気持ちを感じて
います。
信達幼稚園との交流で泥田あそびを体験させてもらったり、

小学５年生に田植えを一緒にさせてもらったりして、子どもた
ちも田んぼの土が大好きになったようです。やわらかい土は、
私たちの食べる作物を育ててくれます。この地域には田んぼや
畑がたくさんあります。今、その田んぼの土で子どもたちは遊
んでいます。この土のやわらかさ、やさしさ、温かさに子ども
たちは夢中です。これからも、豊かな自然の中で、地域の人々
とのふれあいを深めながら、生活経験を広げていきたいと考え
ています。 ▼問合せ＝指導課（内線２７７）

笊関空開港９周年イベン
ト
関西国際空港譁では、

開港９周年を記念して次
のとおり、空港島への連
絡橋を無料開放等を実施
します。
▼連絡橋無料開放日＝８
月30日貍、31日豸の各午
前５時～午後８時
▼その他＝開港９周年記
念イベントの詳細につい
ては、関空のホームペー
ジ（http://www.kansai-
airport.or.jp）でお知ら
せしていますので、ご覧
ください。
▼問合せ＝関西国際空港
譁総務部広報課（薀碚２
２０１）

笆関空２期空港島現場見
学ツアー
専用のバスを使って、

車窓や高さ10メートルの
見学やぐらから、２期工
事の壮大なスケールを体
験できる現場見学ツアー
がスタートしました。
▼運行日＝毎週火、木、
土、日曜日（第２、４日
曜日は運休します）
▼見学所要時間＝約６０
分間▼参加費＝無料
▼問合せ＝午前９時半～
午後５時に、２期工事見
学ホール案内室（薀碚４
０４０）

シリーズ：関西国際空港情報NO.39

み
ん
な
が
迷
惑
！

あ
な
た
の
野
焼
き

泉
南
市
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
就
学
援
助
費
を
申

請
さ
れ
、
受
給
認
定
さ
れ
た
方
の
前
期
分
の
支

給
日
は
八
月
十
二
日
貂
で
、
申
請
者
指
定
の
金

融
機
関
へ
振
込
に
て
支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
二
九
七
）

泉
南
市
で
は
、
精
神
障
害
の
た
め
に
日
常
生

活
に
お
い
て
支
障
の
あ
る
方
に
対
し
て
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
介
護
、
家
事
、
相
談
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
※
所
得
に

応
じ
て
利
用
料
の
負
担
あ
り
。

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
相
談
、
社
会

復
帰
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

電
気
は
一
般
家
庭
や
お
店
の
他
、
事
務
所
や

工
場
等
で
も
便
利
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
電
気
設
備
が

悪
く
な
っ
た
り
取
り
扱
い
を

誤
る
と
感
電
や
漏
電
火
災
の

原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

感
電
や
漏
電
火
災
を
な
く
す
た
め
、
毎
年
八

月
に
経
済
産
業
省
主
唱
の
も
と
、
電
気
使
用
安

全
月
間
運
動
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

感
電
や
漏
電
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
、
電

気
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
譛
関
西
電
気
保
安
協
会
貝
塚
技
術

セ
ン
タ
ー
（
薀
睛
２
７
２
７
）

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用
は
人
間
の

中
枢
神
経
（
脳
）
を
侵
し
、
幻
覚
・
被
害
妄
想

な
ど
の
精
神
障
害
だ
け
で
な
く
、
身
体
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
弊
害
は
一

生
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一

回
だ
け
と
思
っ
て
も
、
一
度
乱
用
し
て
し
ま
う

と
、
自
分
の
意
志
で
は
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
「
依
存
性
」
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
薬
物
乱
用
は
一
回
で
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
で
す
。

薬
物
乱
用
に
関
す
る
相
談
は
、
最
寄
り
の
保

健
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
二
四
四
）

夏
休
み
を
迎
え
、
水
泳
、
水
遊
び
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
等
、
水
に
親
し
む
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

水
は
暑
い
夏
に
は
冷
た
く
て
気
持
ち
の
い
い

も
の
で
す
が
、
水
と
の
接
し
方
を
誤
る
と
命
に

関
わ
る
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
水
の
事
故

14

薬
物
の
乱
用

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ

水
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

児
童
生
徒
就
学
援
助
費

前
期
分
を
支
給
し
ま
す

精
神
障
害
者
の
方
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

八
月
は
電
気
使
用

安
全
月
間
で
す

泉南市では、平成１５年１０月１日から使用料、手数
料を改定します。
使用料とは、公民館や体育館、テニスコート等の公共

施設を使用するときに市民の皆さんにご負担いただく使
用料金のことです。また、手数料とは、市民の皆さんに
住民票や市民税証明書等を交付するときにご負担いただ
く手数料金のことです。
使用料・手数料については、施設の維持管理の費用や

特定の事務に要する経費の一部として市民の皆さんにご
負担いただいておりますが、料金の設定にあたっては
「利用する人」と「利用しない人」の立場を考慮する必
要があります。仮に使用料・手数料が利用することによ
る利益に応じた金額を下回れば、その差額は「利用しな
い人」つまり市税等で賄われることとなり、結果として
負担の公平性が損なわれることになります。
しかし、泉南市では使用料・手数料については長年に

わたり据え置かれてきたものが多く、適正な料金とはい
えないものがあります。そのため今回の改定では「受益
者負担」が生じる行政サービスを対象に、その適正な負
担をお願いしていくため「行政サービスに係る原価（コ

スト）」を参考に個々に料金改定を行いました。
厳しい財政状況の中、貴重な財源の確保はもとより、

市民の皆さんの公平を図り、トータルとしての市民サー
ビスを向上させていくために今後も十分に議論を重ね、
市民の皆さんにご理解とご協力をいただきながら、適正
な見直しを行っていきたいと考えております。
▼改定する主な使用料＝▽公民館使用料、市民体育館使
用料、テニスコート使用料、市民球場使用料、文化ホー
ル使用料、総合福祉センター（あいぴあ泉南）附属施設
使用料、公園使用料、下水道使用料等
▼改定する主な手数料＝住民票・印鑑登録証明手数料、
固定資産評価公課証明手数料、
一般廃棄物の処理手数料辣し尿
（人頭制によるもの）辭等
なお、使用料・手数料改定料

金表等の詳細については広報せ
んなん９月号等でお知らせしま
す。
▼問合せ＝行財政改革推進室
（内線３０３）



17

北野２丁目 中小路１丁目 

岡田１丁目 

男里５丁目 

男里１丁目 

信達大苗代 

新家 
兎田 

信達市場 

樽
井
２
丁
目 

樽
井
４
丁
目 

螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳

螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳螳

男里７丁目 

男里２丁目 

馬場１丁目 

男里３丁目 

男里４丁目 

樽
井
５
丁
目 

樽
井
３
丁
目 

樽
井
６
丁
目 

樽
井
８
丁
目 

樽
井
７
丁
目 

岡田５丁目 

岡田３丁目 

鳴滝３丁目 

鳴滝１丁目 

鳴滝３丁目 

樽
井
１
丁
目 

樽
井
９
丁
目 

男里６丁目 

岡
田
６
丁
目
 

岡
田
７
丁
目 

すでに水洗化できる区域 ７月１日から水洗化できる区域 

昭和６２年度より整備を進めてきた公共下水道の普及率が４０.８パーセントとなりました。泉南市では、健康

で快適なまちづくり実現のため、今後も整備地区の拡大に努めていきます。

▼問合せ＝下水道課（薀祟０００１・内線５３０）

公共下水道使用区域が拡大されました

平成１５年７月１日から、次の区域が新しく水洗化
できる区域に追加されました。
新家、兎田、信達市場、馬場一丁目、樽井一丁目、

樽井二丁目、樽井四丁目、樽井六丁目、樽井七丁目、
岡田三丁目、岡田五丁目、岡田六丁目の各一部区域で
す。※詳細は下の図をご参照ください
３年以内の水洗化にご協力ください

公共下水道が使用できるようになった日から、３年
以内に水洗トイレに改造するよう下水道法で義務づけ
られています。下水道の利用できる地域のご家庭は、
一日も早く水洗化トイレへ改造いただきますよう、ご
協力をお願いします。
改造工事は公認業者をご利用ください

ご家庭のトイレの水洗化等の排水設備の改造工事は、

正しく行われるように市が指定した排水設備工事公認
業者でなければ施工できません。公認業者は、市への
届け出など、必要な手続きを市民の皆さんに代わって
行います。
改造資金融資制度をご利用ください

市では、トイレの水洗化を促進するため、金融機関
からの融資あっせん制度を設けています。水洗トイレ
改造工事一件につき、50万円まで融資を受けることが
できます。
下水道使用料が改定されます

平成１５年１０月１日ご使用分から、下水道使用料
を約２０％改定し、今まで未転嫁であった消費税
（５％）を転嫁する改定を実施します。
※下水道使用料の改定についての詳細は、広報せんな
ん９月号でお知らせします。

安
い
掛
金
（
年
額
一
口
七
二
〇
円
）
で
、
国

内
で
の
車
両
に
関
わ
る
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

随
時
、
加
入
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
資
格
＝
泉
南
市
に
住
民
・
外
国
人
登
録

さ
れ
て
い
る
方
▼
保
険
期
間
＝
加
入
日
〜
平
成

十
六
年
三
月
三
十
一
日
▼
保
険
料
（
掛
金
）
＝

月
割
り
で
一
人
一
口
に
つ
き
六
〇
円
。
但
し
、

一
人
二
口
ま
で
※
八
月
加
入
の
場
合
は
一
人
一

口
四
八
〇
円
▼
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
＝

日
本
国
内
に
お
い
て
車
両
（
自
転
車
、
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
電
車
な
ど
）
に
よ
る
人
身
事
故
に
対

し
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
※
航
空
機
・
船
舶

等
に
よ
る
事
故
は
支
払
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

▼
事
故
保
険
金
（
一
口
に
つ
き
）
＝
▽
死
亡

（
一
〇
〇
万
円
）
▽
後
遺
障
害
（
一
〇
〇
万
円
以

内
）
▽
ケ
ガ
を
し
て
医
師
の
治
療
を
受
け
た
と

き
、
治
療
期
間
に
応
じ
て
五
〇
〇
〇
円
か
ら
一

二
〇
〇
〇
〇
円
ま
で
の
範
囲
で
支
払
わ
れ
ま
す

※
い
ず
れ
も
二
口
加
入
の
場
合
は
倍
額
▼
加
入

申
込
み
＝
印
鑑
、
保
険
料
を
持
参
の
上
、
市
役

所
環
境
整
備
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、
運
転
免
許

証
の
更
新
（
切
換
）
等
で
来
場
さ
れ
る
方
が
多

く
、
駐
車
場
が
満
車
状
態
と
な
り
、
ご
来
場
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

特
に
八
月
十
一
日
豺
〜
十
五
日
貊
は
大
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際
は
電

車
・
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
試
験
場
の
受
付
日
＝
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
除
く
）
▼
受
付
時
間
＝
即
日
交
付
は
午
前

八
時
四
十
五
分
〜
午
後
二
時
半
※
二
時
半
以
降

の
受
付
は
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
▼
最
寄
り

駅
＝
泉
北
高
速
鉄
道
・
光
明
池
駅
か
ら
徒
歩
五

分
▼
問
合
せ
＝
同
試
験
場
（
薀
０
７
２
５
・
碌

１
８
８
１
）

市
役
所
一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自
動
交
付

機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務
時
間
以
外

の
休
日
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
等

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、

利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
暗
証
番

号
を
届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
印
鑑

登
録
証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
官
公
署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明

書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合

も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十
二
月
二

十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
）、
土

日
祝
日
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
但
し
、
毎

月
第
三
木
曜
日
は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時

ま
で
▼
受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五

八
）
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入
っ
て
安
心
！

市
民
交
通
傷
害
保
険

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

住民基本台帳ネットワークシステム（略称・住基ネ

ット）とは、全国の市区町村間を専用の通信回線で結

び、市民サービスの向上と行政事務の効率化を進めて

いくものです。

８月２５日から次のとおり、住民基本台帳ネットワ

ークシステムの２次サービスが開始されます。

▼住民基本台帳カードの交付＝希望される方に「住民

基本台帳カード」を交付します。不正利用を防止する

高度なセキュリティ機能を備えたＩＣカードで、住民

基本台帳ネットワークでの本人確認に利用できます。

なお、このカードには写真なしと写真付きの２種類が

あり、発行手数料は５００円で、申請から交付までに

若干の日数がかかります。

▼住民票の写しの広域交付＝これまで住民票の写しの

交付は、住民記録のある市区町村でしか受けられませ

んでしたが、８月２５日からは、住民基本台帳ネット

ワークを活用することにより、全国のどこの市区町村

の窓口においても本人もしくは同一世帯員に限り、住

民票の写しを請求い

ただくことができま

す（※但し、住民基

本台帳カード、運転

免許証等の本人確認

書類が必要です）。

なお、本籍地や筆頭

者氏名、住所履歴が

記載されたものは交付できません。

▼転入・転出の特例＝現在、転入・転出については、

まず最初に住所地の市区町村に転出の届出を行い、転

出証明書の交付を受け、その上で新しい市区町村に転

入届を行う必要があります。しかし、８月２５日から

は、住民基本台帳カードの交付を受けている方に限り、

一定の事項をご記入いただいた転出届をあらかじめ郵

送いただくこと等により、転出する市区町村窓口に出

向く必要がなくなります。

▼問合せ＝市民課（内線２５７・２５８）



【
新
家
幼
稚
園
】

新
家
幼
稚
園
で
は
、
異
文
化
を
持
つ
人
々

に
楽
器
や
遊
び
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
豊
か

な
心
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
相
手

を
思
い
や
る
や
さ
し
い
気
持
ち
を
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
、
民
族
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

の
方
々
に
韓
国
・
朝
鮮
の
楽
器
の
名
前
や
打

ち
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
楽
器
の
演
奏

を
聴
い
て

親
し
み
ま

し
た
。ま

た
、

集
団
遊
び

を
教
え
て

も
ら
い
な

が
ら
、
外

国
の
言
葉

を
学
び
ま

し
た
。

19

今まで気づかなかったことに気づいたり、思わぬこ
とを再発見したとき、私たちは「目からウロコが落ち
た！」といいます。
この講座は、ワークショップに参加することを通し

て自分をふりかえり、自分の可能性を再発見してみよ
うというものです。自分に自信のない方も自分を活か
したいと思っている方も目からウロコが落ちるかどう
かは参加してみないとわかりません！自分の可能性を
再発見し、それぞれの生活の場で何ができるのかを共
に考えてみませんか。
▼とき・ところ・テーマ・講師＝下の表をご参照くだ
さい※時間はいずれも午前10時～正午※全６回でワー
クショップが中心となります。
▼参加費＝無料（原則として全回出席してください）

▼定　員＝３０人（多数の場合は抽選します）
▼手話通訳＝あります（事前予約が必要です）
▼一時保育＝定員は６人（多数の場合は抽選）。一時
保育を希望される方は、初回のみ子ども１人につき保
険代として５００円が必要です。
▼申込み＝８月４日豺から８月２２日貊までに、お電
話、ファクス、ハガキ、電子メールのいずれかに住所、
氏名、電話番号、手話通訳及び一時保育の要否、一時
保育を希望される場合は子どもの名前（ふりがな）、
生年月日を明記の上、〒590－0592（住所不要）泉南
市人権推進課（薀祟０００１・内線２７０／蕭祗００
７５／e-mail : jinken@city.sennan.osaka.jp）へ
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

【
信
達
幼
稚
園
】

信
達
幼
稚
園
で
は
、
韓
国
・
朝
鮮
の
遊
び

や
文
化
を
体
験
し
、
そ
の
体
験
の
中
か
ら
民

族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
幼
い
な
が
ら
も

感
じ
取
り
、
人
権
感
覚
を
豊
か
な
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
を
運
動
の
目
的
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

取
り
組
み
の
内
容
と
し
て
は
、
相
思
花

（
サ
ン
サ
フ
ァ
ー
）
の
オ
リ
ニ
劇
場
の
韓

国
・
朝
鮮
の
人
形
劇
や
踊
り
を
観
た
り
、
民

族
楽
器
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
「
カ
ン
ガ
ン
ス
ル

レ
」
を
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。
様
々
な
韓
国
・
朝
鮮
の
文
化
に

触
れ
、
一
番
近
い
お
隣
の
国
に
親
し
み
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
新
家
南
幼
稚
園
】

新
家
南
幼
稚
園
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
子
ど
も

た
ち
が
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
体
験
を
通

し
、
異
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
い
ろ
い

ろ
な
国
に
親
し
み
や
興
味
を
持
つ
な
ど
国
際

交
流
の
第
一
歩
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
高
齢
者
の
方
を
七
夕
ま
つ
り
や

餅
つ
き
大
会
、
ひ
な
ま
つ
り
な
ど
に
招
待
し
、

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
の
大
正
琴
を
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

弾
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域

の
絵
本
の
会
や
大
学
の
相
撲
部
の
方
た
ち
と

も
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
々
の
保
育
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
、
自

分
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
機
会
を
つ
く
り
、

一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
い
の
な
い
存
在
で
あ

る
こ
と
を
知
る
と
と
も
に
、
友
だ
ち
の
思
い

に
気
づ
き
、
違
い
を
認
め
合
う
仲
間
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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人
権
ふ
れ
あ
い
運
動
を
実
施

〜
人
と
人
と
の
豊
か
な
関
わ
り
の
中
で
〜

泉
南
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
平
成
十
年
度
よ
り
「
人
権
ふ
れ
あ
い
運

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
様
々
な
教
育
問
題
に
直
面
す
る
現
在
、
子
ど
も
た
ち
が
人
と
人

と
の
豊
か
な
関
わ
り
の
中
で
自
ら
が
考
え
、
学
び
、
問
題
を
解
決
で
き
る
資
質
や

能
力
、
思
い
や
り
の
心
を
も
て
る
よ
う
に
、
人
権
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
四
年
度
に
実
施
さ
れ
た
信
達
幼
稚
園
、
新
家
南
幼
稚

園
、
新
家
幼
稚
園
で
の
「
人
権
ふ
れ
あ
い
運
動
」
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

男女共同参画社会づくり講座へのお誘い

大好評いただいた入門編のマンガの分
析。講師に松本真理さんを再びお招きし、
今回は女性誌にせまります。週刊誌や月
刊誌等の雑誌は、手軽に情報を得たり、
自分の価値観にあったライフスタイルを
築くための補助に使われるなど案外、メ
ディアとしての大きな力を持っていま
す。人気女性誌が描く女性像とはどのよ
うな女性なのか？女性に対してどのよう
なメッセージが向けられているのか？一
緒に考えてみませんか。
▼と　き＝笊９月16日貂

笆９月30日貂
笳10月７日貂（全３回）

※時間はいずれも午前10時～正午
▼ところ＝あいぴあ泉南３階研修室
▼テーマ＝女性雑誌の中のジェンダーに
気づく

▼講　師＝松本真理さん（羽曳野市ファ
ミリーサポートセンター）
▼参加費＝無料
▼手話通訳＝あり
▼一時保育＝定員は10人で多数の場合
は抽選します。一時保育を希望される方
は、初回のみ子ども１人につき保険代と
して500円が必要です
▼申込み＝８月11日豺～８月29日貊
（必着）までに、お電話、ファクスまた
はハガキ、電子メールに住所、氏名、電
話番号、一時保育及び手話通訳の要否、
一時保育を希望する場合は子どもの氏名
（ふりがな）、生年月日を明記の上、〒
590－0592（住所不要）泉南市人権啓
発課（薀祟０００１／蕭祗００７５／e-
mail : jinken@city.sennan.osaka.jp）へ
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００３.８）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破傷風・百日せき） 

風しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 
ポリオの予防接種 
日本脳炎の予防接種 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 

笊８月６日貉 
笆９月３日貉 

笊平成15年３月生 
笆平成15年４月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ツベルクリン反応検査（希望者）。 
対象の方には個別通知（時間指定）します。 

８月27日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年１月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

８月20日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年１月生 

８月21日貅 
午後１時～１時半 平成13年７月生 

８月28日貅 
午後１時半～２時 平成13年１月生 

歯みがき教室 ８月28日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年６月生 
平成13年12月生 

８月25日豺 
午後１時半～２時半 

今月はありません 

８月７日貅 
午後１時半～２時半 

８月６日貉ツベルクリン反応検査 
８月８日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半 
の間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～７歳６か月未満の幼児。できる 
だけ18か月までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
第１期は３歳から７歳６か月未満。▼初回接種は約１～４週間隔で２回。▼追加接種は初回接種の２回終了後、約１年後に１回。 
第２期は９歳から13歳未満。第３期は14歳～16歳未満。対象年齢内に１回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
８月14日貅・スカイシティオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

８月４日豺、11日豺、 
18日豺、25日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

８月18日豺 
午後１時～３時 

８月19日貂 
８月26日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 笊８月１日貊 笆９月５日貊 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
お
子
さ

ん
が
主
役
の
教
室
で
す
。
親
子
で
楽

し
く
参
加
し
て
、
み
ん
な
で
仲
良
く

あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
十
月
六
日
豺
、
二
十
日
豺
、

十
一
月
十
日
豺
、
十
七
日
豺
、
十
二

月
一
日
豺
、
十
五
日
豺
の
各
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
▼
対
象
＝
一
歳
八

か
月
〜
三
歳
未
満
（
平
成
十
二
年
十

月
〜
平
成
十
四
年
一
月
生
）
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
。
但
し
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
め
だ
か
教
室
へ
通
っ
て
い

る
児
童
、
修
了
し
た
児
童
、
ひ
よ
こ

ラ
ン
ド
に
参
加
し
た
児
童
は
除
く
▼

定
員
＝
一
五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
十

五
日
貊
ま
で
に
、
お
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー

食
生
活
を
中
心
に
、
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

▼
月
日
／
内
容
／
講
師
＝
笊
八
月
二

十
九
日
貊
／
開
講
式
・
講
義
／
医
師

笆
九
月
一
日
豺
／
栄
養
講
義
／
栄
養

士
笳
九
月
二
日
貂
／
栄
養
講
義
／
栄

養
士
笘
九
月
四
日
貅
／
運
動
実
技
／

健
康
運
動
指
導
士
笙
九
月
八
日
豺
／

栄
養
講
義
／
栄
養
士
笞
九
月
十
七
日

貉
／
調
理
実
習
／
栄
養
士
笵
九
月
二

十
二
日
豺
／
栄
養
講
義
／
栄
養
士
笨

九
月
二
十
六
日
貊
／
運
動
実
技
／
健

康
運
動
指
導
士
笶
九
月
二
十
九
日

豺
／
栄
養
講
義
／
栄
養
士
筐
十
月
二

日
貅
／
栄
養
講
義
／
栄
養
士
筺
十
月

六
日
豺
／
栄
養
講
義
と
医
師
講
義
／

栄
養
士
と
医
師
笄
十
月
十
五
日
貉
／

閉
講
式
と
栄
養
講
義
／
栄
養
士
▼
時

間
＝
笊
は
午
後
一
時
〜
笞
は
午
前
十

時
〜
、
他
は
午
後
一
時
半
〜
す
べ
て

二
〜
三
時
間
程
度
▼
参
加
費
＝
五
〇

〇
円
程
度
（
調
理
実
習
の
材
料
費
）

▼
定
員
＝
三
〇
人
▼
そ
の
他
＝
▽
な

る
べ
く
七
回
以
上
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
七
回
以
上
出
席
の
方
に
は
修
了

証
書
を
渡
し
ま
す
▽
希
望
者
は
講
座

終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
泉

南
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
」
に

加
入
し
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活

動
で
き
ま
す
。
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
笊
八
月
一
日
貊
笆
八
月
四

日
豺
笳
八
月
五
日
貂
笘
八
月
七
日
貅

笙
八
月
八
日
貊
※
時
間
は
い
ず
れ
の

日
も
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
、
午
後

二
時
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
七
階
研
修
室

１
（
大
阪
市
城
東
区
森
之
宮
二
の
四

の
四
三
・
Ｊ
Ｒ
森
ノ
宮
駅
よ
り
東
へ

三
〇
〇
誡
）
▼
内
容
＝
献
血
や
血
液

の
お
は
な
し
、
所
内
見
学
、
記
念
品

贈
呈
▼
対
象
＝
小
学
生
（
主
に
三
〜

六
年
生
）
及
び
保
護
者
の
方
▼
定

員
＝
各
八
〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
大
阪
府
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
企
画
課
（
薀
０
６
・
６

９
６
２
・
７
０
０
３
）

▼
実
施
期
間
＝
平
成
十
五
年
九
月
三

十
日
ま
で
▼
対
象
＝
昭
和
五
十
四
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
十
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
今
ま

で
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ

（
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
風
し

ん
混
合
）
を
受
け
て
い
な
い
方
※
風

し
ん
に
か
か
っ
た
方
は
除
く
▼
費

用
＝
無
料
（
実
施
期
間
を
過
ぎ
る
と

接
種
費
用
は
自
己
負
担
で
す
）
▼
実

施
場
所
・
申
込
み
＝
▽
石
神

い
し
が
み

内
科
▽

小
上
お
が
み

耳
鼻
科
▽
久
禮
く
れ

ク
リ
ニ
ッ
ク
▽

白
井
し
ら
い

病
院
▽
長
束

な
が
つ
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
西に
し

森も
り

医
院
▽
野
上
の
が
み

病
院
▽
福
本

ふ
く
も
と

医
院

▽
堀
越

ほ
り
こ
し

内
科
▽
松
本

ま
つ
も
と

医
院
▽
松
本

ま
つ
も
と

内
科
胃
腸
科
▽
宮
城
み
や
ぎ

医
院
▼
携
行

品
＝
健
康
保
険
証
・
母
子
健
康
手
帳

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

献
血
ま
た
は
輸
血
に
ち
な
ん
だ
感

動
の
お
話
や
お
も
し
ろ
い
話
、
伝
え

た
い
愛
の
言
葉
な
ど
を
五
〇
字
以
内

の
文
章
に
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
＝
八
月
三
十
一
日
豸
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
郵
便
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
のw

w
w
.ken

ketsu.net/

に
必
要
事
項
（
作
品
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
、
献
血
に
関
す
る
ご
意
見
）
を

明
記
の
上
、
〒
五
四
〇
・
八
五
七
〇

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
二
の
一
の
二

二
・
大
阪
府
健
康
福
祉
部
薬
務
課
総

務
企
画
グ
ル
ー
プ
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
場
合
は
前
記
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク

セ
ス
し
、
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
同
グ
ル
ー
プ

（
薀
０
６
・
６
９
４
４
・
６
７
０
０
）

▼
と
き
＝
九
月
十
八
日
貅
、
十
月
十

六
日
貅
の
午
後
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
三
十
歳
以
上
の
女

性
市
民
▼
定
員
＝
各
七
〇
人
▼
携
行

品
＝
健
康
手
帳
（
四
十
歳
以
上
の
方

の
み
）、
筆
記
用
具
▼
費
用
＝
六
〇

〇
円
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
十

一
日
豺
以
降
に
、
直
接
ま
た
は
お
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
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風
し
ん
の
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す

子
宮
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

え
え
や
ん
献
血
ス
ト
ー

リ
ー
を
募
集
し
ま
す

親
と
子
の
あ
そ
び
の
教
室

ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

献
血
お
も
し
ろ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

健
康
栄
養
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

次の点に注意し、食中毒を予防しま
しょう。
▼鮮度のよいものを選び、できるだけ
早く冷蔵庫、冷凍庫へ入れましょう▼
冷蔵庫、冷凍庫に保存するときは、肉
や魚の汁などが他の食品につかないよ
うに、容器やビニール袋などに入れま
しょう▼調理器具やふきんを清潔にし
ましょう▼調理前や生肉、生魚、卵を
扱った時には、必ず石鹸で手を洗いま
しょう▼生肉、生魚を切った包丁やま
な板はよく洗って、熱湯をかけましょ
う▼食中毒菌をやっつけるには、加熱
が一番。中心まで十分熱を通しましょ
う▼食肉を生のまま食べることはでき
るだけ避けましょう▼料理を室温で長
く放置しないようにしましょう▼食品
が残った時は、食品は清潔な容器に入
れ替え、冷蔵庫などに保存しましょう
▼時間が経ちすぎたら、思い切って捨
てましょう

食中毒を予防しましょう
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市立青
して活躍
した。講
はなく、
訪れた人
にアジサ

ケー
では、
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文
但し、
ビへの
聴でき
了承く
▼１回
▼２回
▼３回
▼ケー
ム関西
▼問合

７月29日貂 育児支援サービスを提供するために 

水
辺
の
事
故
に
ご
注
意
を
！

22

昭和55年12月30日、千葉県野島崎沖2,000㌔の太平洋
上で、44時間にも及んだ海難救助史上に残る奇跡的な救
出ドラマが展開。その模様がNHKの人気番組「プロジェ
クトＸ」で紹介され、話題を呼んでいます。
荒れ狂う暴風雨の中、遭難した貨物船・尾道丸（３万

８千トン／乗員29人）の救助に向かった大型鉱石専用
船・だんぴあ丸（５万トン／25人）。船長以下乗組員全
員の団結と連携プレーで、尾道丸の乗組員29人全員の救
出に成功しました。そして、この快挙を成し遂げただん
ぴあ丸の船長（当時）である尾崎哲夫（おざきてつお）
さん（信達市場在住）が、向井市長を訪れ、「乗組員の心
が一つになって成し遂げることができました。シーマン
シップと忍耐で勝ち取った勝利です」と当時の様子とそ
の熱い思いを語り合いました。この救助劇は今もなお、
世界中の船乗りたちの間で語り継がれています。
尾崎さんは、昭和56年に民間の海難救助活動としては

初となる内閣総理大臣表彰を受けられ、昭和63年まで船
長として活躍。現在は、地元砂川区で老人会の役員や社
会福祉協議会でボランティアをされるなど、地域の方々
と信頼の波を広げています。 （６月１３日）

魔の海域での歴史的な海難救出劇！
海の男・尾崎さんが向井市長を訪問

月中旬

という
が大き
きつけ、
収穫さ

ルの梅
２月か
される
１５日）

チ
ェ
ッ
ク

猛
暑
が
続
き
、
家
族
へ
海
や
川
に

出
か
け
た
り
、
子
ど
も
た
ち
も
プ
ー

ル
な
ど
で
水
遊
び
を
す
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
安
全
な
水
泳
を
心
が
け
よ
う
＝
笊

一
人
で
は
泳
が
な
い
笆
初
め
て
の
場

所
で
は
、
初
め
て
の
者
だ
け
で
泳
が

な
い
笳
暗
い
場
所
で
は
泳
が
な
い
笘

炎
天
下
で
は
泳
が
な
い
笙
他
人
を
背

負
っ
た
り
、
抱
い
た
り
し
て
泳
が
な

い
笞
泳
ぎ
の
得
意
で
な
い
人
は
あ
ま

り
深
い
と
こ
ろ
へ
行
か
な
い
笵
帰
り

は
行
き
よ
り
も
体
力
や
時
間
が
か
か

る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
笨
悪
ふ
ざ
け

対
に

を
潜

き
は

や
帰
宅
時
間
を
家
の
人
に
知
ら
せ
て

お
く
こ
と

▼
溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
＝

溺
れ
て
い
る
人
か
ら
目
を
離
さ
ず
に

そ
の
場
で
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
、
水

面
に
顔
を
出
さ
せ
て
救
助
者
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
棒
や
タ
オ
ル
、

上
着
な
ど
を
投
げ
、
つ
か
ま
ら
せ
て

か
ら
引
き
寄
せ
る
。

※
救
助
の
方
法
は
泳
げ
る
人
だ
け
の

特
技
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

泳
が
な
い
で
救
助
す
る
こ
と
が
最
善

の
方
法
な
の
で
す
。

▼
日
焼
け
や
日
射
病
に
注
意
し
ま
し

字番組で放送しています。
視聴するにはケーブルテレ
加入が必要です。また、視
ない地域がありますのでご
ださい。
目＝9：00～11：20（泉南市は11：00～）
目＝14：00～16：20（泉南市は16：00～）
目＝22：00～0：20（泉南市は0：00～）
ブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
せ＝情報管理課（内線２２７）

８月12日貂 
　　～ 
８月25日豺 

８月26日貂 
　　～ 
９月８日豺 

市立青少年の森で開催された 
青少年の森で昆虫しらべの様 
子を紹介します。泉南にはど 
んな昆虫がいるのでしょうか。 

大阪府の天然記念物に指定されている 
岡中鎮守社の大クス、マキ。信達神社 
のナギなど、古くから泉南の人々を見 
守ってきた木々たちを紹介します。 

　　～ 
８月11日豺 

昨年９月にオープンした「子育て支 
援センターひだまり」。施設の紹介 
とその主な取り組みを紹介します。 

し
な
い

り
抜
け

行
き
先

ょ
う
＝
日
焼
け
は
一
種
の
火
傷
で
す

か
ら
予
防
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
真
夏
に
長
時
間
日
光
に

照
ら
さ
れ
た
り
、
砂
浜
な
ど
で
の
照

り
返
し
に
よ
り
起
こ
る
日
射
病
は
、

日
陰
な
ど
の
涼
し
い
場
所
に
運
び
、

衣
服
を
ゆ
る
め
て
楽
な
姿
勢
で
寝
か

せ
ま
し
ょ
う
。
体
温
が
高
い
と
き
は
、

頭
を
冷
や
し
た
り
、
水
で
体
を
拭
き

ま
し
ょ
う
。
飲
み
物
を
欲
し
が
る
場

合
は
、
水
（
う
す
い
食
塩
水
）
を
飲

ま
せ
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本
部
（
薀

祕
０
１
１
９
）

少年センターでは、子どもたちに障害者の方と交流のひとときを過ごしてもらおうと、口筆画家と
されている石橋亨弘

いしばしとしひろ

さん（阪南市在住）を講師にお招きし、講演会とふれあい絵画教室を開催しま
演会で石橋さんは「障害は個々の人間が持っている個性のひとつで、障害者・健常者という違いで
同じ人間なんだと考えることで素直な気持ちでお互い助け合うことができると思います」と会場に
々に自らの体験を交えながら講演されました。また、講演後の絵画教室では、参加した子どもたち
イの花を題材に、丁寧に絵画の指導を行ってくれました。 （６月２８日）

障害って、個性なんです
ふれあい絵画教室を開催

「子どもたちに自然に関心を持ってもらい、無農薬
で栽培したお米を食べさせてあげたい」と、アヒル
を使った無農薬農法に取り組んでいる西野喜多治

に し の き た じ

さ
ん（樽井在住）の水田に東幼稚園の園児たちがやっ
てきて、水田にアヒルを放す放鳥作業を行いました。
偶然通りかかった樽井保育所の園児たちも合流し、
西野さんの水田は大にぎわい。園児たちは、元気に
育ってねとアヒル２０羽を田んぼに放してあげまし
た。アヒルは水田に生える水草や昆虫などを食べて
育ち、その間、除草剤や害虫駆除剤は一切使用しな
いということです。 （６月２７日）

アヒルさん元気に育ってね！
アヒル農法で自然のお米を！

10

ブルテレビのチャンネル９
泉州地域４市３町の地域情

梅の名所、信達金熊寺
しんだちきんゆうじ

で梅の実の収穫が６
に始まりました。
今年は例年に比べると収穫量はやや少なめ

ことですが、金熊寺ブランドにふさわしく粒
く、肉厚で品質は抜群とのこと。うわさを聞
近隣からもたくさんの人々が金熊寺を訪れ、
れたばかりの梅の実を買い求めていました。
収穫された梅の実は、地元農家でオリジナ

干しや梅酒、梅ジュース等に加工され、来年
ら３月にかけての観梅の頃に出店などで販売
そうです。 （６月

今年も立派に育ちました
金熊寺ブランドの梅の実
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お
ぼ
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シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
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史跡広場として多くの人々に親し

まれている「国史跡海会寺跡」。現地

では復元された五重塔の基壇（きだ

ん・基礎部分）や海会寺をつ

くった豪族の居館の跡など

が整備され、はるか千

数百年の歴史を身近

に感じることができ

ます。今回はこの

広場にある森をご

紹介しましょう。

この森は大きな

礎石（そせき）が

並ぶ講堂（こうど

う）のすぐ北側に

ひろがっており、昔

から一岡神社の鎮守の

森として大切にされてき

ました。森はクスノキ・マ

ツ・ヤマモモなど多数の種類の木々

で構成されており、木の高さは10ｍ

前後のものが多いようです。森の中

には「みどりの散歩道」がつくられ

ており、この森をぐるりと一周する

ことが出来るようになっています。

森の中に足を踏み入れてみると、小

鳥のさえずりや風にゆれる木々のざ

わめきと木漏れ日が私たちを迎えて

くれます。ベンチに座ればゆっくり

と流れる時間も楽しむことができる

でしょう。

泉南市内ではこのように自然のか

たちで残されている森は数少なく、

大変貴重なものといえるでしょう。

この夏、みなさんもすぐ近くにある

自然に触れられてみてはいかがでし

ょうか。

史跡・海会寺
か い え じ

跡広場の森

～泉南のみどり・８～
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